
 

憲法第九条 
１、日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実

に希求し、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇又
は武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、
永久にこれを放棄する。 

２、前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、
これを保持しない。国の交戦権は、これを認めない。 

 

８０年前、戦争で多くの命が

奪われ、その反省の上に作られ

た憲法九条。戦後、戦死者０の

国は、先進国の中では日本だけ

です。 

憲法九条は「世界の宝」と呼

ばれています。 

  

いま、日本は「戦争か平和か」の 
分かれ道に立っています！ 

 

 

昨年暮れ、大軍拡と防衛費倍増の「安保３文書」がいきなり閣議
決定されました。 
 

大軍拡の正体！ 

●日本が攻撃されていなくても米国から要請があ
れば他国に先制攻撃ができる。 

●それがもとで全面戦争になることもある。 

●大軍拡は「戦争放棄」をうたった憲法に違反します。 
●「軍事栄えて民滅ぶ」大軍拡に反対です。 
 

ノーベル賞作家・大江健三郎さんら９名が発足させた
「九条の会」が訴える「平和、いのち、くらしを壊す大軍
拡、大増税に反対する請願署名」にご協力をお願いいたし
ます。 

（衆院予算委の浜田防衛相答弁の意訳） 

 

戦争の準備ではなく、平和への努力を！ 

 

国民のくらしが困窮の中 
大増税で防衛費４３兆円（５年間）！？ 

  
 
１発５億のトマホークを４００発もアメリカから購入。 
 

① 国と国との争いを解決するのに戦争はしない 

② 武力で相手をおびやかすことはしない 

③ 国と国とが戦争することを認めない 

“９条の要点” 

 


